
本
の
少
子
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
は

す
さ
ま
じ
い
。
将
来
人
口
推
計
に

よ
る
と
、社
会
の
中
心
と
な
る
労
働
力
人
口

は
大
幅
に
減
少
し
、二
〇
三
〇
年
ま
で
に

九
五
〇
万
人
も
減
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
へ
の
対
応
は
、少
子
化
対
策
と
と

も
に「
女
性
の
社
会
進
出
」へ
の
支
援
が
喫

緊
の
課
題
と
な
る
。

　

政
府
は
、男
女
共
同
参
画
会
議
の
下
で

「
女
性
の
活
躍
」促
進
を
訴
え
、安
倍
首
相

も
、成
長
戦
略
の
一
環
と
し
て
、経
済
界
に

対
し
、
女
性
役
員
の
登
用
や
育
児
休
業
制

度
の
充
実
を
要
請
し
た
。
具
体
的
に
は
、

（
一
）企
業
の
役
員・
管
理
職
へ
の
女
性
の
積

極
登
用
、（
二
）子
育
て
支
援
の
た
め
、育
休

期
間
を
三
年
に
延
長
す
る
―
―
と
い
う
も

の
だ
。

　

政
府
は
、二
〇
三
〇
年
ま
で
に
指
導
的

地
位
の
女
性
の
割
合
を「
三
〇
％
程
度
」に

す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、現
状

は
ほ
ど
遠
い
。
全
上
場
企
業
役
員
の
う
ち
、

女
性
役
員
は
わ
ず
か
一・二
％
。
民
間
企
業

の
課
長
職
以
上
の
女
性
比
率
は
七・二
％
に

と
ど
ま
る
。
企
業
に
お
け
る「
男
性
優
位
」

の
構
造
は
、変
わ
り
そ
う
も
な
い
。

　

女
性
の
社
会
進
出
や
継
続
的
就
業
の

「
壁
」と
は
―
―
。
言
う
ま
で
も
な
く
、子

育
て
や
家
庭
と
仕
事
を
ど
う
両
立
さ
せ
る

か
。
そ
の
意
味
で「
育
休
三
年
」は
一
見
前

向
き
の
政
策
に
見
え
る
。

　

だ
が
、働
く
女
性
か
ら
見
る
と
、三
年
も

休
む
こ
と
へ
の
不
安
の
方
が
大
き
い
。
そ
れ

だ
け
復
職
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
り
、自
身

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
も
影
響
が
出
る
、
と

い
っ
た
声
が
多
い
。
実
際
、現
行
の
育
児
休

業
制
度（
最
大
一・五
年
）で
も
、平
均
育
休

期
間
は
一
年
弱
と
短
く
、男
性
の
取
得
率
は

極
め
て
低
い
。女
性
が
出
産
、育
児
を
経
て
、

仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
る
に
は
、相
当
の

覚
悟
と
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　

一
方
、企
業
側
の
対
応
も
、育
休
制
度
は

か
な
り
普
及
し
た
も
の
の
、「
女
性
の
活
躍
」

に
つ
い
て
は
、「
必
要
な
知
識
や
経
験
の
不

足
」「
早
期
の
退
職
」な
ど
を
挙
げ
、真
剣
に

取
り
合
わ
な
い
傾
向
が
強
い
。

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
て

既
に
四
半
世
紀
。
企
業
が
性
別
に
よ
っ
て

不
利
益
な
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
が
、現
実
は
ま
だ
そ
う
な
っ
て
い
な

い
。
出
産
や
子
育
て
を
機
に
仕
事
を
や
め

る
女
性（
女
性
の
約
六
割
が
離
職
）は
少
な

く
な
い
。

　

女
性
が
仕
事
の
場
で
も
活
躍
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
は
、何
よ
り
も
重
要
な
こ

と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、ま
ず
仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
を「
政
策
」の
基
本
に
据
え
る

必
要
が
あ
る
。
女
性
に
働
く
意
欲
は
あ
っ

て
も
、子
供
を
預
か
る
施
設
が
な
け
れ
ば
、

諦
め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
意
味
で
、保
育

所
の
整
備
促
進
や
待
機
児
童
の
解
消
は
欠

か
せ
な
い
が
、こ
ち
ら
は
期
待
す
る
ほ
ど
進

ん
で
い
な
い
。

　

一
方
、企
業
側
に
も
課
題
は
多
い
。
男
女

均
等
待
遇
の
徹
底
や
、
家
庭
と
仕
事
を
両

立
さ
せ
る「
短
時
間
労
働
制
」や「
在
宅
勤

務
制
」の
導
入
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
ほ
か
、

女
性
が
復
職
時
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
継
続

で
き
る
よ
う
再
就
業
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

る
、
育
休
取
得
の
男
女
差
を
解
消
す
る
な

ど
、や
る
べ
き
こ
と
は
多
い
。
ま
た
、能
力

あ
る
女
性
を
育
て
、
責
任
あ
る
仕
事
を
女

性
に
任
せ
る
、
透
明
な
人
事
評
価
に
努
め

る
こ
と
な
ど
も
、企
業
側
の
大
き
な
責
務
だ

ろ
う
。

　

安
倍
内
閣
は
、「
女
性
の
活
躍
」に
期
待

す
る
が
、「
育
休
三
年
」な
ど
は
、人
件
費
コ

ス
ト
に
敏
感
な
企
業
側
が
す
ん
な
り
受
け

入
れ
る
か
ど
う
か
未
知
数
だ
。

　

少
子
高
齢
社
会
で「
女
性
の
社
会
進
出
」

が
必
要
な
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
、そ

の
こ
と
と
指
導
的
地
位
の
女
性
を
増
や
す

こ
と
は
直
結
し
な
い
。「
仕
事
と
家
庭
の
両

立
」支
援
は
、男
女
を
問
わ
ず
、社
会
で
の

働
き
方
を
変
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら

だ
。
例
え
ば
、「
三
年
育
休
」政
策
が
、実
際

は「
三
歳
ま
で
子
育
て
専
念
」だ
と
す
れ
ば
、

本
当
に
女
性
の
地
位
向
上
に
つ
な
が
る
の

か
ど
う
か
、あ
や
し
い
。

　

真
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
と
は
、必

要
な
時
に
休
み
が
取
れ
る
自
由
な
働
き
方

の
こ
と
。
同
時
に
そ
の
こ
と
で
差
別
や
待
遇

格
差
が
一
切
起
き
な
い
労
働
形
態
を
意
味

す
る
。
し
た
が
っ
て
、女
性
の
就
業
支
援
に

は
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
、
希
望
の

育
休
期
間
を
取
得
で
き
、か
つ
女
性
の
就
労

意
欲
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
継
続
的
な
支

援
体
制
が
必
要
と
な
る
。

　

男
女
の
地
位
に
つ
い
て
、「
平
等
だ
と
思

う
」人
の
割
合
は
、「
学
校
」や「
家
庭
生
活
」

な
ど
に
比
べ
、「
職
場
」で
の「
平
等
感
」が

最
も
低
い
、と
い
う
調
査
結
果（
内
閣
府
）

も
あ
る
。

　

女
性
の
就
業
促
進
に
は
、企
業
が
女
性

の
労
働
力
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ

と
、国
は
そ
の
た
め
の
環
境
整
備
に
努
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
育
休
期
間
に
官
民

格
差（
公
務
員
は
最
大
三
年
）が
あ
る
よ
う

な
現
状
で
は
、掛
け
声
だ
け
で「
女
性
の
活

躍
」は
望
め
な
い
だ
ろ
う
。

C O M P A S SC O M P A S S

日

目
覚
め
よ
、女
性

萩
原
慎
一
郎

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
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